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V117a 高感度ミリ波受信機の開発に向けた LO信号由来の受信機雑音の低減
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Gunn発振器は低雑音なミリ波発振源であることが知られており、ミリ波受信機の LO（局部発振器）信号源と
して使用されてきた。しかし、入手が困難になってきていることや、リモート制御に不向きであることなどによ
り、Gunn発振器を使用し続けることは困難な状況である。そこで近年は、マイクロ波信号発生器（SG）を原振
とし、マルチプライヤを用いてミリ波を生成する LO系へと移行しつつある。しかし、LO系に SG + マルチプラ
イヤを用いると、多くの場合Gunn発振器と比較して受信機雑音が悪化してしまう。受信機雑音を悪化させる主
な雑音成分はAMノイズと呼ばれ、LO信号の側波帯に発生していると考えられる（e.g. Bryerton et al. 2008）。
そこで我々は、この AMノイズを除去し、主信号のみを通過するような狭帯域のバンドパスフィルタ（BPF）

を用いることで受信機雑音の改善を試みた。AMノイズの発生源としては、アクティブなデバイスである SGと
マルチプライヤ両方が考えられる。そこで、まず、SGの次段に帯域幅 60 MHzのマイクロ波帯 BPFを接続し、
SG由来のノイズの除去を試みた。また、マルチプライヤの後段に接続することで SGとマルチプライヤ由来のノ
イズを同時に除去可能なミリ波帯導波管型 BPF（中心周波数：約 80 GHz、帯域幅：約 1 GHz）を製作し、受信
機雑音の測定を行った。これらの結果、BPF無しでは約 400 Kを示した受信機雑音温度が、マイクロ波帯 BPF
を用いることで約 100 Kまで低減した。さらに、ミリ波帯 BPFを用いた場合には約 70 Kまで低減し、これは
Gunn発振器使用時と同等な雑音レベルとなった。
本講演では、狭帯域なマイクロ波帯およびミリ波帯BPFを用いた低雑音化実験の評価系を紹介し、測定した雑

音温度と IF信号周波数特性の関連性についての考察を述べる。


